
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

QBK NEWS
鹿児島大学生協

総代会の取り組みまとめ
取り組み概要
日時：2024年5月23日(木)18:00～20:00
場所：教育学部食堂 エデュカ
参加者数：26名
組合員の様子：「普段交流することのな
い人と交流することできた」など…

POINT.1

鹿児島大学生協では毎年組織部が総代会の運営に関わっています。
そこで、4月8日に学生事務局が組織部に向けて総代会勉強会を行いま
した。この勉強会では総代会の位置づけや総代会に関する取り組み、
学生委員会として総代会に関する活動に取り組む大切さを説明し、部
員と一緒に総代活動の意義を考えました。この学習会を通して、部員
は総代会や総代交流の重要性を知ることができました。

事前の取り組みとして

POINT.2

学生から「議案書どこが重要なのかわからない」という声がありま
した。そこで、部員が毎年議案書ダイジェストを毎年作成しています。
議案書ダイジェストでは議案書を読みやすくるために、部員と専務が
実際に議案書を実際に読み、各議案で何を述べているかを簡潔に記し
ています。議案書ダイジェストを議案書と合わせて読んでもらうこと
で、議案書が分からないから出席しないという総代が1人でも減るよ
うにしました。

学生も積極的に参加できるために

背景や概要：鹿児島大学生協では対面での総
代会が4年ぶりに開催されました。総代が積
極的に出席できるように、そして事後に総代
交流ができるように総代会前と総代会当日に
取り組みを実施しました。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 池田芽生 ] 

Ikeda.Mei@univ.coop

POINT.3

第1回理事会中に総代や職員同士が交流できるように、また総代に
より店舗や食堂を利用してもらうために、組織部で「生協クイズ」を
行いました。生協クイズでは鹿児島大学でよく知られている事柄から
組合員にあまり知られていない事柄まで様々な鹿児島大学生協に関す
る問題を出題しました。このクイズを通して、総代や職員が総代会後
も交流できるような関係を作ることができました。加えて、総代に鹿
児島大学生協についてより知ってもらえました。

総代同士の交流をできる環境づくり

全国大学生協連
九州ブロック
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